Une traduction d'extrait d'un livre de Professeur Frédéric-Marie-Denys-Georges Joüon des Longrais, L'est et l'ouest: Institutions du Japon et de l'occident comparées (six études de sociologies juridique) paru en 1958, 1er partie by Kohari, Yoshiaki





















































（１） 　訳注：Frédéric-Marie-Denys-Georges Joüon des Longrais, L'est et l'ouest: Institutions du 
Japon et de l'occident comparées (six études de sociologies juridique), 1958.　翻訳には 1958
年の東京日仏会館とパリ外国史研究所（Institut de recherches d'histoire étrangère、ジュオ
ン＝デ＝ロングレイ教授の自宅）による出版を利用した。
（２） 　訳注：訳した個所は、第１回掲載分は本書の 130 頁から 152 頁、第２回は 152 頁か
ら 174 頁と 214 頁から 221 頁、第３回は 221 頁から 254 頁、第４回は 411 頁から 430
頁と 451 頁から 477 頁に当たる。















































Searle Holdsworth, 1871-1944 年）はロングレイ教授のパリ大学学位論文につ
いて、「本書は、素晴らしい比較法研究である。セジンに関するフランクおよ
（３） 　訳注：牧健二「日本封建制に関するロングレイ教授の新著に寄せて」法制史研究
1960 巻 10 号 227 － 244 頁。牧博士は、本書以外にもロングレイ教授の著作を紹介され
ている。「ジュオン・デロングレイ著『鎌倉時代』資料編第三巻古文書」史林 34 巻１、





権－比較法制史的研究」（日本評論社、1943）227 － 301 頁（初出：法学教会雑誌 59 巻
（1941 年）２号、３号）。この論文でロングレイ教授は物権と債権の成立過程をローマ
法以降検討し、セジーヌを「対物権の有形的な外観」と解している。
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− 173 −
びゲルマンの概念は、ローマ法の概念とは対象的である」と称賛している（６）。






　ジュオン＝デ＝ロングレイ教授は、1892 年４月 24 日にブルターニュ地方






















後、高等研究実習院（École Pratique des Hautes Études）で教育に当たり、1946
年 11 月からは母校の古文書学校の教授を務め（９）、1975 年２月 13 日、カンヌ
で亡くなった（10）。この間、1959 年４月から７月まで九州大学文学部に招かれ、













（９） 　訳注：この開講時の講義録（1946 年 11 月４日）は、Frédéric. Joüon des Longrais, 
Leçon d'ouverture du cours d'histoire du droit civil et canonique à l'École des chartes (4 
novembre 1946)., Bibliothèque de l'école des chartes. 1946, tome 106, livraison 2. pp. 282-295 
を参照。
（10） 　訳注：Jacques Boussard et Bernard Frank, École pratique des hautes études. 4e section, 
Sciences historiques et philologiques. Annuaire 1975-1976. 1976. pp. 50-68.
（11） 　訳注 :Frédéric Joüon des Longrais, Extrême-Asie (De Yokohama à Singapore), Paris : 




（12） 　訳注：Barthélemy-Amédée Pocquet du Haut-Jussé, Bibliothèque de l'école des chartes, 
1975, Tome 133, livraison 2, p.432.






















（13） 　訳注：Frédéric Joüon des Longrais, L'oeuvre scientifique de la Maison Franco-Japonaise, 
1939-1947, Comptes rendus des séances de l'Académie des Inscriptions et Belles-Lettres, 91e 
année, N. 2, 1947. p. 294.
（14） 　訳注：Frédéric Joüon des Longrais, Variation historique sur l'idée de paix, Nichifutsu-Bunka, 
No. 12, 1961, pp. 1-22.
（15） 　訳注：牧健二「書評：ジュオン・デ・ロングレイ著『鎌倉時代』資料編第三巻古文書」







































































































ワンダリユ修道院は、4,264 の≪ manses≫（領地）を有し、800 年ころにはパリのサン・
ジェルマン・デプレ修道院の領地はさらに広く、1086 年にイギリスのヨークシャー地
方のホナー・デ・リッシュモンの領主は、500 以上のマナーを有したが、同様に、８世
紀のなかごろ、東大寺は 20 の荘園を有し、1204 年に九条兼実は 40 の荘園をその娘、




























































（22） 　原注：「封」と「建」の漢字（中国語で féng, chien）は、中国の周王朝時代（紀元前
1122 － 250 年）には、領主への土地の配分制度を意味し、ここから封建制（féodalité）
の語が生れた。この語を≪ fiefs≫（封土）または≪ féodalité≫一般に適用するのは歴
史的には妥当とはいえない。
（23） 　原注：日本の「知行」、仏英の≪ saisine≫、ドイツの≪ Gewere≫の性格に関する私
見は、1940 年に東京の日仏会館で行った講演で明らかにした。この要約は 
































































法制史研究 1960 巻 10 号 239 頁）。
87 － 抄訳：ジュオン＝デ＝ロングレイ著「日仏英の中世社会と法制度」（1）（小梁）
− 184 −
　すでに 10 世紀末（988 － 1023 年）のいくつかの文書に、「知行」があるも
のを支配するという意味で使われている。平安時代中期（1000 年頃）の 11
世紀に、一般に土地の「知行」というようになった。平信範（1112 年－ 1187







































































（27） 　原注：この文書全体については二つの抄訳があり、John Carey Hall, Japanese Feudal 
Law, The Institutes of judicature, (Transactions of the Asiatic Society of Japan, vol 1, XXXII, 
Part 1, pp. 1-44）という英訳がよい。もう一つは　Georges Appert, Un code de la féodalité 
japonaise au XIIIe siècle (Nouvelle revue historique de droit, 1900, pp. 1-28）であるが、忠実
さで劣る。正確な翻訳の出現を期待する。日本語で最良のものは、佐藤進一＝池内義
資編　『中世法制史料集』　第１巻、３－ 36 頁である。













































た「自由保有不動産の占有」（saisine du franc tenement）に近い。「知行」に一
種の保護を与えるものであった。例として、「知行」を侵害から保護した「1347
年１月 25 日（貞和 2年 12 月 13 日）と 1430 年 1 月 1 日（永享元年 12 月７日）
の「内段」（武家裁判）の「沙汰」（判決）を挙げることができよう。いずれ




1957 年が最良で、22 頁と 71 頁を参照。
（29） 　原注：Age de Kamakura, Sources (1150-1333), III, Archives: Chartes Japonaises (Monjo), 
245-247 頁参照。
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（1）日本の封建制の二期にわたる形成
　日本の封建制は、11 世紀から 13 世紀という比較的後期になってから漸次、
形成されたため、家臣関係の形成過程を研究することが可能である。
①　第一期（1185 － 1333 年）－武力性















































　南北朝の対立は 1336 年（延元元年・建武３年）から 1392 年（元中９年・
明徳３年）の間であるが（30）、その間の対立の戦乱と危機的状況があった後、
武士は帰属する党派に従って集団を形成した。







































４）16 世紀末の 25 年間、ヨーロッパから伝来した銃という新兵器を得て、























































































































































































（32） 　原注：中田薫『法制史論集』２巻 228 頁。






































　また数は少ないが、たとえば 1247 年の三浦一族、1285 年の安達一族のよ
うな有力一族の反乱もあり、これは傀儡化した将軍の陰で、思いがけなく権
力を握った北条一族に対する旧家の武士の妬みが原因であった。
　北条一族の支配には反抗もなく 1221 年から 1333 年まで続いたが、これは
その力と北条義時、泰時、時頼、時宗という一族の「執権」の政治力による
ものである。北条時宗（1251 － 1284 年）が執権であった 1274 年と 1281 年
の蒙古襲来の際には、武士の統一が完成し、国にとって幸運な財産となった。











し、武士を集約するには、夫頼朝亡き後の二位尼、政子（1157 － 1225 年）
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の効果は、70 年間（1333 － 1392 年）の両統迭立と武士の分裂であったとい
わざるを得ない。






















もない。ただこの時代にも 12 世紀や 13 世紀のような極端なまでの忠誠の例
は見られた。
　徳川幕府が成立すると、忠誠は鎌倉時代の力を取り戻し、取消は許されな
くなった。
 第一回　了
